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                     学位請求論文の要旨 
 
    Abundance Analysis of the Pulsating Primary Component  
       of the Algol-Type System AS Eridani 
  （アルゴル系エリダヌス座 AS星の振動する主星の組成解析） 
 



















定の金属が多い高速振動 A型特異（以下 roAp）型である。δ Sct型とλ Boo型の












の中でも特に明るく、北半球から観測可能なカシオペヤ座 RZ星（以下 RZ Cas）、
エリダヌス座 AS星（以下 AS Eri）の高分散分光観測を行った。それぞれの振動周







2005年 12月から 2007年 3月に行なった。すばるでの観測は、2007年 1月 25日
から 29 日（世界時）の 5 夜行なわれたが、解析には主星と伴星のラインが十分に
分離している公転位相であった 1月 26日と 27日の２夜分のデータを用いた。また、
伴星のスペクトルを除去するため、伴星と同じスペクトル型で同程度の重元素量を
有するオリオン座ファイ 2 番星の分光観測を国立天文台岡山天体物理観測所の
1.9m望遠鏡を使用して 2007年 1月 31日に実施した。解析に先だって、観測で得
られた AS Eri のスペクトルから伴星のスペクトルの除去を行った。これは、オリ














が短くなったものかもしれない。ただし、λ Boo 型の星の中には、ASE 型よりさ
らに金属量が欠乏しているにもかかわらず、ASE型星より長い周期で振動している
例も存在していることから、重元素欠乏だけが原因であるとは考えにくい。ASE型
の AS Eri、RZ Casは共に食連星の中でもアルゴル系に分類されており、このよう
な連星系では、伴星から主星への質量移動が起こり、また最近では主星を取り囲む
磁気円盤の存在も示唆されている。おそらく磁場活動、質量移動／降着などにより
ASE型星では、かなり複雑な大気構造となっていることが推定でき、重元素欠乏の
影響に加えて、これらが振動に大きく影響しているという結論に至った。今後、同
類の振動星の観測と詳細な化学組成の調査が行なわれることで、上述の仮説を検証
することが可能となるであろう。 
